
(57)【要約】
本発明によるエマルジョン燃料は、バンカーＣ油や石油のような重油５５～９０重量％と
水４５～１０重量％とを混合し、前記混合物に０．３～０．８重量％の触媒を加えてエマ
ルジョン化することにより製造される。前記触媒は苛性ソーダと塩化カルシウムとの体積
比を１：１に混合した混合物であり、前記塩化カルシウムの一部の代わりに硫酸カルシウ
ムが用いられる場合もある。
【選択図】なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 重 油 ５ ５ － ９ ０ 重 量 ％ 、 水 ４ ５ － １ ０ 重 量 ％ 及 び 微 量 の 触 媒 か ら な る 、 エ マ ル ジ ョ ン 燃
料 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 触 媒 は 苛 性 ソ ー ダ と 塩 化 カ ル シ ウ ム と を 混 合 し て 製 造 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の エ
マ ル ジ ョ ン 燃 料 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 触 媒 は 苛 性 ソ ー ダ と 塩 化 カ ル シ ウ ム と の 体 積 比 が １ ： １ で あ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の
エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 塩 化 カ ル シ ウ ム の 一 部 の 代 わ り に 硫 酸 カ ル シ ウ ム が 用 い ら れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の
エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 触 媒 は ０ ． ３ － ０ ． ８ 重 量 ％ で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 重 油 は バ ン カ ー Ｃ 油 ま た は 石 油 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 。
【 請 求 項 ７ 】
　 重 油 ５ ５ － ９ ０ 重 量 ％ 、 水 ４ ５ － １ ０ 重 量 ％ 及 び 微 量 の 触 媒 か ら な る 混 合 物 を 混 合 す る
ス テ ッ プ と 、
　 前 記 混 合 物 を 油 化 装 置 に よ り 油 化 さ せ る ス テ ッ プ と か ら な る 、 エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 の 製 造
方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 触 媒 は 苛 性 ソ ー ダ と 塩 化 カ ル シ ウ ム を 混 合 し て 製 造 さ れ る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の エ マ
ル ジ ョ ン 燃 料 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 触 媒 は 苛 性 ソ ー ダ と 塩 化 カ ル シ ウ ム と の 重 量 比 が １ ： １ で あ る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の
エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 塩 化 カ ル シ ウ ム の 一 部 の 代 わ り に 硫 酸 カ ル シ ウ ム が 用 い ら れ る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の
エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 触 媒 は ０ ． ３ － ０ ． ８ 重 量 ％ で あ る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 の 製 造 方
法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 重 油 は バ ン カ ー Ｃ 油 ま た は 石 油 で あ る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 の 製 造
方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 苛 性 ソ ー ダ と 塩 化 カ ル シ ウ ム と が 体 積 比 １ ： １ で 混 合 さ れ る 、 重 油 と 水 と の 混 合 物 と を
乳 化 さ せ て エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 を 製 造 す る た め の 触 媒 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 苛 性 ソ ー ダ ５ ０ 重 量 部 と 、 塩 化 カ ル シ ウ ム と 硫 酸 カ ル シ ウ ム と の 混 合 物 ５ ０ 重 量 部 と か
ら な る 、 重 油 と 水 と の 混 合 物 を 乳 化 さ せ て エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 を 製 造 す る た め の 触 媒 組 成 物
。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 バ ン カ ー Ｃ 油 や 石 油 の よ う な 一 般 重 油 に 水 を 添 加 し て 製 造 さ れ る エ マ ル ジ ョ
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ン 燃 料 に 関 し 、 詳 し く は 、 一 般 重 油 に 水 を 添 加 し た 後 、 こ れ に 触 媒 を 加 え て エ マ ル ジ ョ ン
化 （ 乳 化 ） す る こ と に よ り 、 代 替 エ ネ ル ギ ー 燃 料 と し て 使 用 す る こ と が で き る エ マ ル ジ ョ
ン 燃 料 に 関 す る 。 本 発 明 は 、 ま た 前 記 エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 を 製 造 す る 方 法 に 関 す る こ と も 含
む 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 全 世 界 的 に エ ネ ル ギ ー 節 約 及 び 公 害 問 題 に 対 す る 燃 料 政 策 の 一 環 と し て 、 燃 料 の 硫 黄 含
量 を 減 少 さ せ る 低 硫 黄 油 の 普 及 と 、 固 体 燃 料 か ら 液 体 ま た は 気 体 燃 料 へ の 転 換 に 対 す る 研
究 開 発 と が 活 発 に 進 め ら れ て い る 。 特 に 、 石 油 燃 料 に よ る 大 気 汚 染 は 生 態 系 へ の 被 害 と い
う 既 存 の 観 点 か ら 、 Ｗ Ｔ Ｏ 体 制 出 帆 と Ｏ Ｅ Ｃ Ｄ 及 び グ リ ー ン ラ ウ ン ド （ Ｇ Ｒ ） と い う 新 し
い 貿 易 障 壁 に よ り 、 代 替 エ ネ ル ギ ー 及 び 無 公 害 燃 料 の 研 究 開 発 に 努 め て い る が 、 適 当 な 代
替 燃 料 の 開 発 は ま だ 充 分 で は な い 実 情 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 燃 料 油 に 水 を 添 加 し た エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 に 対 す る 研 究 は １ ９ ５ ０ 年 代 か ら 欧 州 で 始 ま り
、 ボ イ ラ ー や 加 熱 炉 等 に 使 用 し て 重 質 燃 料 の 燃 焼 効 率 を 高 め る と と も に 燃 料 節 約 と 燃 焼 性
を 改 善 す る 実 験 が 行 わ れ た 。 最 近 は 米 国 と 日 本 で エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 に 対 す る 研 究 が 活 発 に
進 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 第 二 次 世 界 対 戦 の 際 に は 、 航 空 機 用 ガ ソ リ ン に 水 を 添 加 し て エ ン ジ ン の 出 力 を 高 め る に
使 用 し た し 、 エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 に 対 す る 研 究 と 実 験 を 通 じ て 燃 料 節 減 と 煤 煙 減 少 及 び 燃 焼
効 率 増 加 と の 結 果 が 得 ら れ た 。 ま た 、 米 国 エ ネ ル ギ ー 省 （ Ｄ ． Ｏ ． Ｅ ） は こ れ を 主 要 研 究
課 題 と し て 採 択 し た し 、 こ れ に よ っ て 大 気 汚 染 防 止 と エ ネ ル ギ ー 節 約 に 寄 与 す る こ と が で
き る と い う 研 究 報 告 を 出 し た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 燃 料 用 及 び 冷 暖 房 産 業 用 ボ イ ラ ー と 加 熱 炉 等 で 用 い ら れ て い る 一 般 燃
料 油 （ 重 油 ） に 水 を 添 加 し て エ マ ル ジ ョ ン 化 す る こ と に よ り 、 燃 料 節 約 の み な ら ず 産 業 分
野 の エ ネ ル ギ ー 節 減 と 公 害 防 止 に も 非 常 に 効 率 的 な 新 し い エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 を 提 供 す る こ
と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 バ ン カ ー Ｃ 油 の よ う な 重 油 中 に 含 有 さ れ て い る ス ラ ッ ジ を 微 細 に
分 解 さ せ る と 共 に 、 添 加 さ れ た 水 の 超 微 粒 子 化 に よ り エ マ ル ジ ョ ン 化 さ れ た 燃 料 油 を バ ー
ナ ー で 燃 焼 し 、 前 記 の 水 が 水 素 ガ ス 反 応 と 微 細 爆 発 反 応 を 通 じ て 完 全 燃 焼 を 促 進 さ せ る こ
と に よ り 、 公 害 防 止 と 燃 料 節 約 等 の 経 済 的 利 益 が 得 ら れ る エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 を 提 供 す る こ
と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の さ ら に 他 の 目 的 は 、 煤 煙 、 粉 塵 、 一 酸 化 炭 素 、 炭 化 水 素 な ど の 発 生 を 防 止 し 、
過 剰 の 空 気 比 率 を 減 少 さ せ る こ と に よ り 、 Ｓ Ｏ ２ の Ｓ Ｏ ３ へ の 転 換 率 を 低 下 さ せ 、 燃 焼 火
炎 の 白 熱 化 と 輻 射 熱 の 増 加 を 図 っ て 、 公 害 防 止 及 び 燃 料 節 約 に 寄 与 す る こ と が で き る エ マ
ル ジ ョ ン 燃 料 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の さ ら に 他 の 目 的 は 、 前 記 エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 を 製 造 す る た め の 方 法 を 提 供 す る こ
と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 上 記 及 び そ の 他 の 目 的 は 、 下 記 で 説 明 さ れ る 本 発 明 に よ っ て 全 て 達 成 で き る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に 関 わ る エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 は 、 バ ン カ ー Ｃ 油 や 石 油 の よ う な 重 油 ５ ５ － ９ ０ 重 量
％ と 水 ４ ５ － １ ０ 重 量 ％ と を 混 合 し 、 前 記 混 合 物 に ０ ． ３ － ０ ． ８ 重 量 ％ の 触 媒 を 加 え て
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エ マ ル ジ ョ ン 化 す る こ と に よ り 製 造 さ れ る 。 前 記 触 媒 は 苛 性 ソ ー ダ と 塩 化 カ ル シ ウ ム と を
１ ： １ の 体 積 比 で 混 合 し た 混 合 物 で あ り 、 前 記 塩 化 カ ル シ ウ ム の 一 部 の 代 わ り に 硫 酸 カ ル
シ ウ ム が 用 い ら れ る 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 発 明 の 詳 細 な 説 明
　 本 発 明 に 関 わ る エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 の 技 術 に 関 す る 発 想 は 、 過 去 韓 国 の 農 村 で 冬 の 燃 料 と
し て 用 い ら れ て き た 青 松 葉 か ら 始 ま っ た と 言 え る 。 青 松 葉 は 約 ９ ０ ％ の 水 分 と １ ０ ％ の 松
油 及 び 他 の 燃 焼 有 機 物 と か ら な る 。 青 松 葉 は 燃 焼 に 際 し て 非 常 に 活 性 的 に 燃 焼 さ れ 、 さ ら
に 熱 効 率 も 非 常 に 高 く て オ ン ド ル の 暖 房 に 適 合 な 燃 料 と し て 用 い ら れ て き た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 の よ う に 自 然 物 の 松 油 １ ０ ％ と 水 分 ９ ０ ％ と か ら な る 青 松 葉 の 原 理 を 、 バ ン カ ー Ｃ
油 の よ う な 重 油 に 適 用 し て 水 に よ り エ マ ル ジ ョ ン 化 さ せ た も の が 、 す な わ ち エ マ ル ジ ョ ン
燃 料 で あ る 。 ま た 、 苛 性 ソ ー ダ （ Ｎ ａ Ｏ Ｈ ） は 油 類 に 対 す る 水 溶 性 を 有 し 、 塩 化 カ ル シ ウ
ム や こ れ の 含 有 さ れ た ニ ガ リ （ ｂ ｉ ｔ ｔ ｅ ｒ ｎ ） は 有 機 物 の 蛋 白 質 （ 例 え ば 、 豆 腐 ） を 凝
固 さ せ る 性 質 を 有 す る と い う こ と か ら 触 媒 混 合 物 を 製 造 し 、 本 発 明 の よ う に 、 重 油 と 水 と
を 混 合 し 、 こ の 混 合 物 を エ マ ル ジ ョ ン 化 す る こ と が で き る 方 法 に 着 眼 す る こ と に な っ た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 一 例 と し て 、 ９ ０ ％ の 水 分 中 に １ ０ ％ の 松 油 が 水 溶 さ れ て い る 青 松 葉 は 燃 焼 性 が よ く 、
熱 効 率 も 優 れ て い る が 、 完 全 乾 燥 さ れ た 松 葉 に ５ ０ ％ の 水 を 浸 潤 さ せ た 後 こ れ を 燃 焼 さ せ
る 場 合 は 、 燃 焼 は お ろ か 着 火 も で き な い 。 そ の 理 由 は 、 乾 燥 さ れ た 松 葉 に 浸 潤 さ れ た ５ ０
％ の 水 は ど こ ま で も 水 と し て 存 在 す る も の で あ っ て 、 前 記 青 松 葉 に 賦 存 す る 松 油 と 水 と の
水 溶 化 合 物 で は な い か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ る 触 媒 混 合 物 を 介 し て 水 １ ０ － ４ ５ 重 量 ％ に バ ン カ ー Ｃ 油 や 石 油 の よ う な 重
油 ９ ０ － ５ ５ 重 量 ％ を 混 合 し た 混 合 物 は 、 水 と は 異 な る 燃 焼 物 質 で あ る 。 本 発 明 に 用 い ら
れ る 触 媒 の 分 子 構 造 は 、 油 と 親 和 し 易 い ア ル キ ル 基 部 分 と イ オ ン 化 し て 水 と 親 和 し 易 い 部
分 と か ら な っ て い る の で 、 親 油 基 と 親 水 基 と を い ず れ も 含 ん で い る 。 し た が っ て 、 本 発 明
の 触 媒 は 、 水 と 油 に そ れ ぞ れ 親 和 性 の あ る 部 分 を 同 時 に 有 し て い る た め 、 油 層 と 水 層 の 間
で 親 油 基 分 子 は 油 層 に 、 ま た 親 水 基 分 子 は 水 層 に 引 か れ て 配 列 さ れ る こ と に な る 。 こ れ に
よ り 、 水 と 油 の 各 界 面 な い し 表 面 の 性 質 を 変 化 さ せ る 界 面 活 性 作 用 が 進 め ら れ て エ マ ル ジ
ョ ン 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に お い て 、 触 媒 の 原 料 と し て 用 い ら れ る の は 苛 性 ソ ー ダ と 塩 化 カ ル シ ウ ム で あ り
、 塩 化 カ ル シ ウ ム の 一 部 の 代 わ り に 硫 酸 カ ル シ ウ ム が 使 用 さ れ る こ と も あ る 。 苛 性 ソ ー ダ
５ ０ ％ 水 溶 液 を 塩 化 カ ル シ ウ ム ５ ０ ％ 水 溶 液 に 網 布 を 介 し て ゆ っ く り 注 入 さ せ る 。 こ の 時
、 塩 化 カ ル シ ウ ム 水 溶 液 と 注 入 さ れ た 苛 性 ソ ー ダ 水 溶 液 と の 急 速 な 化 学 作 用 に よ り 白 色 の
糊 料 形 態 の 化 合 物 が 析 出 さ れ る 。 こ の 糊 料 形 態 の 化 合 物 を 透 水 性 の 優 れ て い る 網 布 上 で 乾
燥 さ せ る と 白 色 の 無 味 な 微 細 粉 末 の 状 態 に な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に よ る エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 は 、 バ ン カ ー Ｃ 油 や 石 油 の よ う な 重 油 ５ ５ － ９ ０ 重 量 ％
と 水 ４ ５ － １ ０ 重 量 ％ と を 混 合 し 、 前 記 混 合 物 に ０ ． ３ － ０ ． ８ 重 量 ％ の 触 媒 を 加 え て エ
マ ル ジ ョ ン 化 す る こ と に よ り 製 造 さ れ る 。 前 記 エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 に お い て 、 燃 料 油 に １ ０
－ ４ ５ 重 量 ％ の 水 と 前 記 触 媒 を 混 合 す る と 、 水 は 油 の 中 で １ ０ ミ ク ロ ン 以 下 の 微 細 な 水 滴
に 変 え て 油 中 水 滴 の 状 態 に な る 。 エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 は 炉 内 の 噴 射 さ れ た 油 滴 中 に 含 有 さ れ
て い る 水 滴 が 加 熱 さ れ て 膨 張 し つ つ 、 か つ 爆 発 的 に 気 化 さ れ て エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 を 四 方 に
飛 散 さ せ 、 さ ら に 微 細 に 分 散 さ せ る こ と に よ り 完 全 燃 焼 を 促 進 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 一 般 的 に 水 を 噴 射 し て 使 用 す る 方 法 と 全 く 異 な る 現 象 の 超 微 粒 子 化 さ れ た エ マ ル ジ ョ ン
燃 料 は 、 空 気 と 接 触 面 積 の 増 大 に よ り 過 剰 の 空 気 比 率 を 減 少 さ せ て 急 速 な 完 全 燃 焼 を 起 こ
す 。 ま た 、 水 の 気 化 潜 熱 に よ る 火 炎 の 冷 却 作 用 と 炭 素 に 対 す る 水 の 作 用 に よ り 燃 焼 カ ー ボ

10

20

30

40

50

(4) JP 2007-520573 A 2007.7.26



ン の 減 少 効 果 を 起 こ し 、 化 学 的 、 物 理 的 作 用 に よ り 煤 煙 と Ｎ Ｏ ｘ 及 び 炭 化 水 素 の 含 量 を 減
少 さ せ る こ と が で き る 。 エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 は 、 コ ロ イ ド 状 態 す な わ ち 膠 状 体 と し て 燃 料 供
給 と 噴 射 状 態 を 非 常 に 良 好 に す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 油 包 水 形 の エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 は 、 バ ー ナ ー に よ る 燃 焼 の 際 、 油 滴 中 に 含 ま れ る 水 滴 が 高
温 で 加 熱 さ れ て 急 速 に 膨 張 し つ つ 、 か つ 爆 発 し て 気 化 さ れ 、 連 鎖 的 に ２ 次 爆 発 し て 周 り の
燃 料 を 四 方 に 微 細 に 飛 散 さ せ 、 連 鎖 的 に 反 応 を 起 こ し て 、 完 全 燃 焼 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 の 水 滴 は １ ０ ミ ク ロ ン 程 度 で 水 分 含 量 は １ ０ － ３ ０ ％ を 含 有 し て お り
、 油 滴 中 に 数 ミ ク ロ ン の 水 滴 が 多 数 含 ま れ て い る 。 す な わ ち 、 水 分 ２ ０ ％ の エ マ ル ジ ョ ン
燃 料 の 油 滴 一 つ の 直 径 が ５ ０ ミ ク ロ ン で あ る と 、 直 径 ３ ミ ク ロ ン の 水 滴 は ９ ０ ０ 個 余 り が
含 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 Ｌ Ｐ Ｇ ガ ス に お い て 、 燃 焼 ガ ス 中 の 水 分 含 量 は １ ９ － ２ ０ ％ で あ っ て 、 エ マ ル ジ ョ ン 燃
料 の よ う な 水 分 含 量 を 有 す る 。 本 発 明 に よ り 水 を 添 加 し た エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 の 燃 焼 効 率 は
、 Ｌ Ｐ Ｇ の よ う な 従 来 の 燃 料 油 の 燃 焼 効 率 よ り さ れ に 高 い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 水 の 反 応 は Ｃ ＋ Ｈ ２ Ｏ → Ｃ Ｏ ＋ Ｈ ２ （ ＋ Ｏ ２ ） → Ｃ Ｏ ２ ＋ Ｈ ２ Ｏ で あ っ て 、 こ れ は 即 ち
水 性 ガ ス の 反 応 で あ る 。 高 温 で 水 分 子 と 燃 料 油 中 の 炭 素 と が 水 と 反 応 し て Ｃ Ｏ と Ｈ 原 子 を
形 成 す る こ と に な る 。 す な わ ち 、 炭 素 が 減 少 す る こ と に よ り 燃 焼 効 率 は 増 大 す る こ と に な
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ボ イ ラ ー の 燃 焼 の 時 に 発 生 す る 窒 素 酸 化 物 は 、 ほ と ん ど Ｎ Ｏ と Ｎ Ｏ ２ で あ り 、 両 方 で Ｎ
Ｏ ｘ と い う 。 エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 は 燃 料 中 に 含 有 さ れ て い る 水 分 が 均 一 に 微 粒 子 化 さ れ て 火
炎 の 全 体 で 局 所 高 温 領 域 の 生 成 を 抑 制 し 、 体 積 比 ２ ０ － ３ ０ ％ の 水 分 が 蒸 発 潜 熱 に よ り 燃
焼 温 度 を 下 げ る 。 水 粒 子 は 炭 素 粒 子 と 水 性 ガ ス 反 応 に よ り 吸 熱 作 用 と 局 所 高 温 防 止 作 用 を
す る こ と に よ り 、 Ｎ Ｏ ｘ の 生 成 を 抑 制 す る 。 こ の よ う な 、 Ｎ Ｏ ｘ の 生 成 燃 焼 減 少 方 式 に よ
り 公 害 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 に よ る エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 は 、 一 般 家 庭 用 や 工 業 用 ボ イ ラ ー に 用 い ら れ る 場 合 ４ ０
－ ７ ５ ％ の Ｎ Ｏ ｘ 生 成 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 微 粒 子 化 さ れ た 油 滴 の 広 大 に な
っ た 表 面 積 に よ り 空 気 接 触 が 容 易 に な る た め 、 少 な い 空 気 比 率 で も 完 全 燃 焼 が 可 能 に な り
、 ボ イ ラ ー の 構 造 と 燃 焼 状 況 に よ り 煤 煙 減 少 率 の 差 が あ る が 、 ５ ０ ％ 以 上 の 煤 煙 が 減 少 さ
れ る 。 ま た 、 煤 塵 濃 度 も 減 少 す る 。 一 般 的 に 、 水 ５ ０ ％ を 添 加 す る と 、 煤 塵 濃 度 は １ ／ ２
程 度 に 減 少 す る 。 本 発 明 の エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 は 煤 煙 発 生 が 著 し く 減 少 す る た め 、 汚 染 が 減
少 さ れ 過 剰 の 空 気 比 率 を 低 下 さ せ る こ と に よ り 約 ３ ０ ％ の 燃 料 節 減 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 一 般 的 に ガ ス 燃 料 は 、 透 明 な 不 輝 炎 を 発 し な が ら 燃 焼 さ れ 、 重 油 燃 料 は 黄 色 で 輝 く 不 透
明 な 不 輝 炎 を 発 し な が ら 燃 焼 さ れ る が 、 こ れ は 浮 遊 炭 素 粒 子 が 存 在 す る 火 炎 で あ る 。 し か
し な が ら 、 本 発 明 の エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 は ガ ス の よ う な 輝 炎 を 発 し な が ら ガ ス 燃 料 の よ う に
燃 焼 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 燃 料 油 に 水 を 添 加 す る と 、 燃 焼 ガ ス 量 は 水 添 加 重 量 （ ｋ ｇ ） に ２ ２ ． ４ ／ １ ８ （ Ｎ ｍ ３

／ ｋ ｇ ） を か け た 寸 法 ほ ど 増 加 す る 。 灯 油 を １ ． ２ の 空 気 比 に よ り 燃 焼 さ せ た 時 を 基 準 に
し て 水 を ３ ０ － ５ ０ ％ 添 加 し た 時 は 火 炎 温 度 は 約 １ ０ ０ ° Ｃ 下 が る 。 し か し な が ら 、 燃 焼
ガ ス 量 が 増 加 さ れ る の で 、 転 熱 効 果 は 下 が ら な い 。 液 体 燃 料 （ Ｌ Ｐ Ｇ ， Ｌ Ｎ Ｇ ） が 燃 焼 す
る 際 に 発 生 す る 燃 焼 ガ ス の 中 に は 水 分 が 約 １ ３ ％ 含 ま れ る 。 こ こ に 、 水 を 約 ５ ０ ％ 添 加 し
て 計 算 す る と 、 水 分 は 約 １ ６ － １ ７ ％ に な る 。 液 体 燃 料 （ Ｌ Ｐ Ｇ ， Ｌ Ｎ Ｇ ） の 燃 焼 に お い
て 燃 焼 ガ ス 中 の 水 分 は １ ９ － ２ ０ ％ ま で 発 生 さ れ る が 、 腐 食 問 題 が な い の で 、 液 体 燃 料 の
よ う な 水 分 含 量 を 有 す る エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 も 腐 食 の 問 題 は な い 。 添 加 す る 水 分 に よ り 少 し
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の 熱 損 失 は 発 生 す る が 、 む し ろ 空 気 比 率 の 減 少 、 煤 煙 減 少 、 汚 染 減 少 な ど に よ り 熱 効 率 は
上 昇 さ れ 、 Ｎ Ｏ ｘ 抑 制 効 果 も 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 は バ ー ナ ー で 噴 霧 が 円 滑 に で き 、 水 と 共 に 超 微 粒 子 化 さ れ た 油 滴 の 燃
焼 火 炎 が 単 一 の 炎 に な っ て 燃 焼 の 速 さ が 早 く な り 、 水 の 粒 子 は 高 熱 に よ り 連 鎖 的 に 爆 発 し
な が ら 、 燃 料 は さ ら に 微 粒 子 化 さ れ て 再 分 散 さ れ る の で 、 完 全 微 細 化 さ れ た ガ ス 燃 焼 の よ
う な 燃 焼 火 炎 を 形 成 し て 、 完 全 燃 焼 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 は 、 下 記 の 実 施 例 に よ り よ り 具 体 化 さ れ 、 下 記 の 実 施 例 は 本 発 明 の 具 体 的 な 例 示
目 的 の た め で あ り 、 本 発 明 の 保 護 範 囲 を 限 定 し た り 制 限 し よ う と す る の で は な い 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 硫 黄 成 分 が ０ ． ５ ％ 以 下 の バ ン カ ー Ｃ 油 ６ ０ 重 量 ％ と 水 ４ ０ 重 量 ％ を 混 合 し た 後 触 媒 混
合 物 が 全 体 粗 生 物 に 対 し て ０ ． ５ 重 量 ％ に な る よ う に 付 加 し た 。 こ の 際 、 用 い ら れ た 触 媒
混 合 物 は 苛 性 ソ ー ダ と 塩 化 カ ル シ ウ ム と を １ ： １ の 体 積 比 で 混 合 し た も の で あ る 。 前 記 混
合 物 を 油 化 装 置 を 利 用 し て 本 発 明 に 係 る エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 を 製 造 し た 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 実 施 例 １ に お け る バ ン カ ー Ｃ 油 ７ ０ 重 量 ％ と 水 ３ ０ 重 量 ％ を 使 用 す る こ と の 以 外 に 同 様
の 方 法 で エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 を 製 造 し た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 比 較 実 施 例 １
　 水 が 含 有 さ れ て お ら ず 、 硫 黄 成 分 が １ ． ０ ％ で あ る バ ン カ ー Ｃ 油 の み で 試 験 し た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 比 較 実 施 例 ２
　 水 が 含 有 さ れ て お ら ず 、 硫 黄 成 分 が ０ ． ５ ％ 以 下 の バ ン カ ー Ｃ 油 の み で 試 験 し た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 記 試 験 は 韓 国 産 業 技 術 試 験 院 で 実 施 さ れ た 。 試 験 方 法 は 炉 通 連 関 式 ボ イ ラ ー （ ｓ ｍ ｏ
ｋ ｅ 　 ｔ ｕ ｂ ｅ 　 ｐ ａ ｃ ｋ ａ ｇ ｅ ｄ 　 ｂ ｏ ｉ ｌ ｅ ｒ 、 正 格 蒸 発 量 ： ３ Ｔ Ｏ Ｎ ／ Ｈ Ｒ ） が ９
０ ％ 以 上 の 負 荷 率 で 連 続 運 転 さ れ る 状 態 で 、 エ マ ル ジ ョ ン 化 燃 料 油 及 び 大 気 汚 染 物 質 の 分
析 と 、 給 油 流 量 、 排 気 ガ ス 温 度 等 の 測 定 が 行 わ れ た 。 前 記 実 施 例 １ － ２ 及 び 比 較 実 施 例 １
－ ２ に 対 す る 分 析 結 果 を 下 記 表 １ に 示 し 、 性 能 試 験 結 果 を 下 記 表 ２ に 示 す 。 本 発 明 に よ る
実 施 例 １ 、 ２ の 油 化 燃 料 が い ず れ の 結 果 で も 優 れ て い る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ４ 】
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ＊ ： マ ル チ サ イ ク ロ ン 出 口 で の 排 気 ガ ス
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 発 明 は 燃 料 用 冷 暖 房 ボ イ ラ ー 、 産 業 用 ボ イ ラ ー 、 加 熱 炉 な ど で 用 い ら れ る 一 般 燃 料 油
（ 重 油 ） に 水 を ２ ５ － ５ ０ ％ 程 度 添 加 し て エ マ ル ジ ョ ン 化 す る こ と に よ り 、 燃 料 節 約 の み
な ら ず 産 業 分 野 の エ ネ ル ギ ー 節 減 と 公 害 防 止 に 非 常 に 効 率 的 で あ り 、 バ ン カ ー Ｃ 油 の よ う
な 重 油 中 に 含 有 さ れ て い る ス ラ ッ ジ を 微 細 に 分 解 さ せ る と 共 に 、 添 加 さ れ た 水 が 超 微 粒 子
化 さ れ て エ マ ル ジ ョ ン 化 さ れ た 燃 料 油 を バ ー ナ ー に よ り 燃 焼 し て 、 水 が 水 性 ガ ス 反 応 と 微
細 爆 発 反 応 で 完 全 燃 焼 を 促 進 さ せ て 、 公 害 防 止 と 燃 料 節 約 な ど の 経 済 的 利 益 を 得 る こ と が
で き る エ マ ル ジ ョ ン 燃 料 を 提 供 で き る 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 発 明 の 単 純 な 変 形 な い し 変 更 は こ の 分 野 の 通 常 の 知 識 を 有 す る 者 に よ り 容 易 に 利 用 さ
れ る こ と が で き 、 こ の よ う な 変 形 や 変 更 は す べ て 本 発 明 の 領 域 に 含 ま れ る 。
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